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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、外科的に切除された大腸癌におけるMinichromosome maintenance protein 7 

(MCM7)発現の臨床的意義を、Ki67発現と比較し、検討を加えたものである。その結果、MCM7

陽性標識率は既存の臨床病理学的因子との関連は認めなかったが、MCM7高陽性標識率群は

生存解析で有意に予後不良を示し、独立した予後不良因子であることを示した。また、潜

在的増殖能を有す非増殖性細胞を意味するMCM7陽性Ki67陰性腫瘍細胞の増加は、リンパ節

転移、遠隔転移、病期の進行と有意な関連があることが判明した。本論文の内容は、大腸

癌における予後予測因子としてのMCM7の臨床病理学的意義、MCM7陽性Ki67陰性腫瘍細胞の

臨床病理学的意義について解明したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


